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＜１階＞
・体を動かした遊び場
・年代に応じた遊び場

参考 リニューアルのイメージ（１） １階

・子育てに必要な
ブースの配置

エリア１
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＜地下＞・科学、工作の体験場
・デジタルの活用

・体を動かした遊び場
・光の演出

参考 リニューアルのイメージ（２） 地下

エリア２

エリア３
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・体を動かした遊び場
・年代に応じた遊び場

・リトルアルプスは、文科省の36の動きや、
感覚統合の考え方を取り入れ、年齢に応じた発育を促す動きができる遊具であり、
子どもたちそれぞれの発達に合わせて遊ぶことが可能となっている。
・幼児と児童の遊びエリアを明確に区分し、安全性も確保している。

5参考 リニューアルのイメージ（３）森のたんけんひろば１



他施設のイメージ

模型
直径16mの巨大な遊び場

リトルアルプス

参考 リニューアルのイメージ（４）森のたんけんひろば２ 6



ちびっこエリア ベビーエリア

他施設のイメージ

水中ローリング ボルダリング はらっぱサーキット

参考 リニューアルのイメージ（５）森のたんけんひろば３ 7



・科学、工作の体験場
・デジタルの活用

・個々のエリアを閉鎖せず、それぞれの体験の様子がみえるオープンな配置
・科学体験や工作をとおし、コミュニケーションや試行錯誤を体験できる場
・るるるデジタルは、ソサエティ5.0時代を生きる力を育む取組みとして、プログラ
ミングコンテンツの体験を仲間と一緒に創出できる場として提供

参考 リニューアルのイメージ（６）科学と創造のひろば１ 8



るるるデジタル

・世界の子供たちに大人気のデジタルコンテンツ「Maincraft」にて城山公園の仮想
空間を再現し、ゲーム内及び実空間（城山公園の利用）の両面で総合公園である
城山公園を体験できる。
・数年後の時代の変化にも対応できるツールとしてタブレットを多数配置し、プロ
グラミング等に特化したコンテンツを導入し来館者への興味を持続させる

ふれあい広場

噴水広場

城山動物園

城山公園屋内遊戯施設

Maincraft上で再現する施設 Maincraftのイメージ

参考 リニューアルのイメージ（７）科学と創造のひろば２ 9



・１階の「森のたんけんひろば」と同様に、文科省の36の動きや感覚統合の考え方を
取り入れた。走る、まわる、投げる、つかむ、登るなどの幼児期に身に付けたい様々
な基本動作を体験することができる。

・科学センター時代に人気のあったボールプールは、ギャラクシープールにて継続設置

・体を動かした遊び場
・光の演出

参考 リニューアルのイメージ（８）宇宙アスレチック１ 10



ブラックホールシュート

ぐるぐるスピナーコスモタワージム

プラネットトラック

直径9mの
巨大なネット遊具

高さ４m

ボールを壁の穴に入れると
縁取りが光る仕組み

参考 リニューアルのイメージ（９）宇宙アスレチック２ 11



・「木のおもちゃちゃちゃ」は、たくさんの木に触れてもらうことが可能
・少年科学センターの再利用可能な科学展示品を「さいさいサイエンス」で再展示
・シアターや鉄道ジオラマ、⾧電トレインの人気ブースは同じ場所にて利用

参考 リニューアルのイメージ（10）その他の特色１ 12



受 付入 口

１階エントランス 地下 メイン階段

・床材や壁材をできる限り木または木目調で表現し、木のぬくもり
を感じられる施設としている

参考 リニューアルのイメージ（11）その他の特色２ 13



参考 類似した屋内遊び場の事例 14


